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社会貢献活動結果の内訳

■ 環境保全
■ 社会福祉活動
■ 教育支援活動
■ その他

活動回数
143回
活動人数
746人

64回 359名

15名

304名

68名

45回

22回

12回

外：活動人数
内：活動回数

※策定：2006年12月

当社では、各事業所において、地域に根差した社会貢献活
動を行っています。事業所周辺の清掃活動から献血、工場見
学など、「環境保全活動」「社会福祉活動」「次世代に向けた
教育支援活動」を重点項目として、自主的な活動を続けてきま
した。２００６年には、全社員が高い意識を持って貢献活動が
できるよう「社会貢献活動ガイドライン」を定め、各事業所が
年間計画を作成して計画的に取り組みを行っています。

２０１０年度は、天候により中止になった活動もありました
が、活動回数１４３回、延べ７４６人が参加しました。また、エコ
キャップ回収やＣＵＰ ＦＯR ＴＷＯ活動のように、地道ですが、
常日頃から気負わず続けられる活動が増えてきました。

さらに、２００９年よりボランティア休暇制度を設け、社員の
自発的なボランティア活動を支援しています。

昨年は、エコキャップ回収を行う事業所が増え、工場や
支社・支店など８事業所で行われています。これは、２００９
年度より社員の自発的な取り組みから始まった活動です
が、多くの社員の協力により、２０１０年度末で１０２，２４０個
に達しました。これは１２７人分のポリオワクチンとなります。

活動事例

社会貢献活動の取り組み

エコキャップ回収状況　

＜活動の理念＞
　エスエス製薬は、生命関連企業として科学の進歩と共に、新しい知
識、技術を駆使し、人々の希求する医薬品（等）の研究、開発、生産、供
給を通じ、社会の信頼に応え、社会に調和することを使命と認識し、
高い倫理観をもって、国内外を問わず、全ての法令、社会秩序に則っ
た企業活動を実践することを企業行動憲章にて表明しております。
私たち、役員、従業員はこうした企業活動を推進しながら、社員一人
ひとりの高い社会意識によって、豊かな地球環境の保全と、人々の健
康で質の高い生活に貢献し、「社会的に責任を果たす企業」として活
動を推し進めて行きたいと思います。

＜社会貢献活動のプログラム＞
①対象とする活動

地球環境保全関係・社会福祉関係はもとより、活動理念に則し当
社の資源等を有効に活用できる社会貢献活動を対象とします。

②プログラムの実施基準
・社会に対する公益性が高く、多くの人々への貢献ができる。

・社会の課題に対し、具体的な目標を掲げて戦略的に取り組んでいる。

・社会の課題にタイムリーで、独創的な取組を目指している。

・社会的評価が定まっていなくても、今後の社会の問題解決に影
響力があり、異なる分野への波及効果や発展が期待できる。

・NPOとのパートナーシップに基づく活動である。

社会貢献活動ガイドライン

「絵本カーニバル」とは、たくさんの絵本に触れ、さまざま
な世代が繋がることのできる場所。ＮＰＯ法人絵本カーニバ
ルは、絵本を媒体としたコミュニケーションが生まれる場を
提供することにより、家庭や学校に続く、あらたな「地域に
おける子どもの居場所」をつくる活動を続けています。

ベーリンガーインゲルハイムは、2010年に創立125年
を迎え 、2011年は日本で活動を開始して50年となりま
す。この節目の年を契機として、新たな社会貢献活動として
NPO法人絵本カーニバルの活動を継続的に支援します。

「絵本カーニバル」の支援

「絵本カーニバル」が行っている、小児病棟などにおいて絵
本を通じて患者さんとその家族への心の安らぎをサポート
する活動を支援することは、生命や健康に関わる製薬会社
の社会貢献として正に理念に合致しています。

２０１０年度は横浜西洋館や茨城県立こども病院におい
て開催準備等のボランティアを行いましたが、更に社員が
参加できることを考えていきます。今後もエスエス製薬は、
ベーリンガーインゲルハイムの一員として、「絵本カーニバ
ル」の活動を支援していきます。

ＮＰＯ法人絵本カーニバル
絵本を媒体としたコミュニケーションを提案し、地域におけ
る子どもの居場所をつくる活動「絵本カーニバル」を全国
で開催。医療機関や福祉施設とも連携し、小児病棟や子
ども病院に入院する子どもたちやその家族に向け、絵本
を通じたコミュニケーションの場を提供し、子どもの心身の
発達および子育て支援を目的とした活動を行っている。

〈代表理事〉目黒　実　九州大学大学院特任教授

〈設立〉　２０１０年９月

http://www.ehoncarnival.com/

基本的な
考え方

当社では、企業行動憲章に定めるとおり、地域社会への貢献は企業の責任であり、企業活動は
事業所を取り巻く社会からの理解と協力によって成立していると考えています。したがって、各
事業所社員を中心とした積極的な活動が地域社会との信頼を構築するともに、社員の社会に対
する意識を高め、ひいては社会全体の活性化につながると考えています。

社会とのつながり
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社会福祉活動 教育支援活動
当社では、全国の事業所において、年間活動計画に沿って

周辺の清掃活動などを実施し、多くの社員が参加しています。
このような、地域社会と密着・協力して積極的に展開する環境
保全活動は、地域環境保全のみならず、企業と社会の良好な
関係構築の一環となっています。

福島工場では、周辺地域の環境美化活動の一環として
「工場近隣クリーンアップ作戦」と題し、社員が昼休みに道
路のごみを回収する活動を年に4回実施しています。2010
年度は、のべ105人が参加しました。

そのほか、浪江地区
交通安全事業主会によ
る「ふくしま安全・安心
クリーン作戦」など、地
域のボランティア活動
にも参加しています。

仙台支店では、就業前
の時間を利用し、支店ビ
ルを中心とする地域のご
み拾いを実施していま
す。朝の通勤・通学の妨
げにならないよう注意し
ながら、2010年度は2回活動を実施しました。

大阪支社では、2006年より年に2回、献血活動を実施し
ています。実施日を月初の営業会議に合わせることで営業
担当者も参加しやすく、献血者は職種を問わず毎年100名
以上に上ります。

福 島 工 場 で は、
2010年度に近隣の小
学生や薬学部の大学生
など7校259名の工場
見 学を受 け 入 れまし
た。工場の概要説明と
見学によって当社製品
への理解を深めてもら
うとともに、中高生のイ
ンターンシップも引き続
き受け入れるなど、生
産現場の体験学習を実
施しています。

本社では、学生の勤労観や職業観を育み、自己の生き方
を考える学習活動の一環として、本社訪問を受け入れてい
ます。製品開発や製薬企業の役割について理解を深めても
らうとともに、将来を考える学生の皆様に役立つ機会として
います。

当社では、2008年よりNPO法人TABLE FOR TWOを
通じて、TABLE FOR TWO活動を実施しています。これ
は、コーヒーマシンの売上の一部を、ウガンダなど開発途上
国の子どもたちの学校給食に役立てるための寄付活動で
す。当初は本社ラウンジのコーヒーマシンから始まった活動
でしたが、現在では北海道・仙台・名古屋・九州支店にまで展
開しています。

東日本物流センターでは、2006年度より、西坪山・下坪
山の両工業団地合同で開催されるクリーンアップ運動に、
毎年従業員が参加しています。2010年度は当センターか
ら54名（パートタイマー含む）が参加し、団地内道路のごみ
拾いや周辺地域の美化活動を実施しました。

成田工場では、2010年度よりペットボトルキャップの回
収を始めました。数年前から一部の社員が自主的に実施し
ていた回収活動を、工場全体で取り組むことにしたのです。
回収後は、引き取り業者の選定（無料回収）およびキャップ
の行先確認なども実施しています。

医薬品製造に携わる当社にとって、ペットボトルキャップ
の売却益で世界の子ども
たちにワクチンを届ける
活動は、まさしく素晴らし
い贈り物です。社員の自
発的な行動が工場全体に
広まり、社員の環境意識
向上にもつながりました。
今後も、循環型社会の構
築と、地球規模での貢献
活動に寄与していきます。

福島工場周辺地域の美化活動

仙台支店周辺地域の美化活動

大阪支社の献血活動 福島工場の工場見学・インターンシップ

学生の本社訪問CUP FOR TWO活動

東日本物流センターのクリーンアップ運動

成田工場のエコキャップ回収活動

当社は、東京都中央区に拠点を持つ企業が協力して社
会貢献活動を実施する「中央ぷらねっと」に加盟し、年に数
回ボランティア活動に計画・参加しています。

2010年度は隅田川川岸の緑化に参加し、社員やその家
族でハナモモやツツジなどを植樹しました。

「中央ぷらねっと」における貢献活動

環境保全活動

社会とのつながり
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当社は、人々の健康を願う製薬企業として、社会福祉活動
を重要な社会貢献活動の柱であると考えています。社員一人
ひとりの少しの思いやりが、どこかの人の命や健康に役立つ
という考え方を、社会に広める取り組みを支援していきます。

当社では教育支援活動として、本社・工場・研究所にて企業
訪問や工場見学、インターンシップの受け入れを実施してい
ます。この活動を通じて、学生の医薬品への理解を深めてもら
うとともに、就業や職業観の育成に貢献していきます。



部門 テーマ 2010年度目標 2010年度結果 2010年度
（評価） 2011年度目標 2012年度目標

全
社

ＣＯ2等排出物質の削減 ＣＯ2排出量を
2008年度比4％削減

ＣＯ2排出量を
2008年度比7.0％削減 ◎ ＣＯ2排出量を

2008年度比4％削減
ＣＯ2排出量を
2008年度比5％削減

廃棄物の削減
・再資源化推進

廃棄物最終処分量率
2％以下

廃棄物最終処分量率　　
4.1％ × 廃棄物最終処分量率

2％以下
廃棄物最終処分量率
0.7％以下

水資源の削減 水使用量を
2008年度比2％削減

水使用量を
2008年度比7.0％削減 ◎ 水使用量を

2008年度比6.5％削減
水使用量を
2008年度比7％削減

生
産
工
場・研
究
所

ＣＯ2等排出物質の削減

ＣＯ2排出量を
2008年度比4％削減

ＣＯ2排出量を
2008年度比6.5％削減 ◎ ＣＯ2排出量を

2008年度比4％削減
ＣＯ2排出量を
2008年度比5％削減

省エネ設備・機器の
計画的導入と更新

福島工場：ボイラーへの
エマルジョン装置導入他 ◎ 省エネ設備・機器の

計画的導入と更新
省エネ設備・機器の
計画的導入と更新

廃棄物の削減
・リサイクル推進

廃棄物最終処分量率
0.5％以下

廃棄物最終処分量率
0％ ◎ 廃棄物最終処分量率

0.5％以下
廃棄物最終処分量率
0.5％以下

容器包装資材の
省資源化推進

福島工場：外箱Ｂフルート化・
キャップゲージダウン ◎ 容器包装資材の省資源化推進 容器包装資材の省資源化推進

水資源の削減 水使用量を
2008年度比4％削減

水使用量を
2008年度比7.1％削減 ◎ 水使用量を

2008年度比6％削減
水使用量を
2008年度比10％削減

化学物質管理 化学物質の適切な管理と
使用量削減

化学物質使用量を
2008年度比21.0％削減 ◎ 化学物質の適切な管理と

使用量削減
化学物質の適切な管理と
使用量削減

物
流

ＣＯ2等排出物質の削減

輸送に係わるＣＯ2排出量を
2009年度比1％削減

ＣＯ2排出量を
2009年度比11.3％削減 ◎ 輸送に係わるＣＯ2排出量を

2010年度比1％削減
輸送に係わるＣＯ2排出量を
2008年度比3％削減

鉄道・海上輸送率の
向上拡大

鉄道輸送利用率 25.0％
海上輸送利用率 21.3％ ◎ 鉄道・海上輸送率の向上拡大 鉄道・海上輸送率の向上拡大

廃棄物の削減
・リサイクル推進

廃棄物最終処分量率
0.5％以下維持

廃棄物最終処分量率　　
0.2％ ◎ 廃棄物最終処分量率

0.5％以下維持
廃棄物最終処分量率
0.5％以下維持

商品配送用梱包材使用量を
2009年度比1%削減

商品配送用梱包材使用量を
2009年度比3.6％削減 ◎ 商品配送用梱包材使用量を

2010年度比1%削減
商品配送用梱包材使用量を
2008年度比3%削減

本
社・支
社・支
店（
一
部
全
社
を
含
む
）

ＣＯ2等排出物質の削減

ＣＯ2排出量を
2008年度比2％削減

ＣＯ2排出量を
2008年度比9.8％削減 ◎ ＣＯ2排出量を

2008年度比9％削減
ＣＯ2排出量を
2008年度比10％削減

営業車両の低排出ガス車
導入率100％

営業車両の低排出ガス車
導入率99.3％ △ 営業車両の低排出ガス車

導入率100％
営業車両の低排出ガス車
導入率100％

廃棄物の削減
・リサイクル推進

廃棄物排出量を
2008年度比60％削減

廃棄物排出量を
2008年度比57.7％削減 △ 廃棄物排出量を

2008年度比60％削減
廃棄物排出量を
2008年度比70％削減

グリーン購入 グリーン購入率の向上 グリーン購入率 70.9％ ◎ グリーン購入率の向上 グリーン購入率の向上

環境コミュニケーション

ＣＳＲ報告書の継続発行 「ＣＳＲ報告書2010」発行 ◎ ＣＳＲ報告書の継続発行 ＣＳＲ報告書の継続発行

事業所周辺地域の
清掃活動拡大

事業所周辺地域の清掃活動
全社350人　　 △ 事業所周辺地域の

清掃活動拡大
事業所周辺地域の
清掃活動拡大

イントラネット・社内報による
環境情報発信の拡大

イントラネット・社内報による
環境情報の発信 ◎ イントラネット等による

環境情報発信の拡大
イントラネット等による
環境情報発信の拡大

環境マネジメントシステム

環境相互監査・ＩＳＯ登録審査
事業所会議の実施拡大

環境相互監査及びＩＳＯ登録
審査事業所会議の充実 ◎ 環境相互監査・ＩＳＯ登録審査

事業所会議の実施拡大
環境相互監査・ＩＳＯ登録審査
事業所会議の実施拡大

ＣＳＲ会計の継続実施 ＣＳＲ会計の継続実施と開示 ◎ ＣＳＲ会計の継続実施 ＣＳＲ会計の継続実施

当社では工場・物流センターにおいて、「ISO14001」環
境マネジメントシステムに基づき、CSR委員会・ISO審査登
録事業所連絡会議・各サイト環境管理委員会を開催してい
ます。CSR委員会では毎年、生産・物流・オフィスの部門別
に、エネルギーや水の使用量削減などの目標を定めます。
これを環境基本行動計画とし、各事業所では計画をもとに
具体的な環境活動を推進しています。

当社の成田工場・福島工場では、業界に先駆けて1998
年に「ISO14001」を取得。その後は2001年に東日本・大
阪、2002年に名古屋の物流センターが続いて取得しまし
た。当 社はこの「ISO14001」のPDCA（Plan・Do・Check・
Action）サイクルをしっかりと回すことにより、着実に環境活
動を推進してきました。こうした永年の取り組みにより、工場・
物流センターの3R活動によるゼロエミッションの取り組みが
評価され、第19回地球環境大賞において「日本経団連会長
賞」を受賞しました。

「ISO14001」を取得している工場・物流センターでは、
社員が環境活動の意義や必要性を認識し、取り組みへの理
解を深めることが活動推進に重要であると考え、定期的に
環境教育・啓発を実施しています。また、それ以外にも社内
報などを通じ、生物多様性といった社会的関心の高い話題
を掲載し、啓発しています。

活動事例

環境推進体制・マネジメントシステム

環境教育・啓発 

エスエス製薬は、地球的規模で持続的発展が可能な社会、企
業と地域社会・消費者とが相互信頼のもとに共生する社会、
環境保全を図りながら自由で活力ある企業活動が展開され
る社会の実現を目指す。また、環境問題への取組が自らの存
在と活動に必須の条件であることを認識する。

この環境基本方針は全社員が「エスエス製薬環境憲章」の基
本理念、環境に関する経営方針に基づき、地球環境にやさし
い企業活動を推進して環境保全に貢献し社会から信頼され
る企業責任を認識して、具体的な方針として定めるもので
ある。

記
１.企業活動を通じて常に環境保全に配慮した行動をするこ

と。
２.公害を防止し、省エネルギー、省資源の目標を達成するた

め、製品等の研究開発、生産、流通、消費、廃棄の各段階で
環境負荷の削減に努めること。

３.事業活動全般において資源及びエネルギーの効率的使用
と廃棄物の削減に努めるとともに、適正な管理を行なう
こと。

４.事業活動上、不慮の事故等による環境保全上問題が発生
した場合を想定し、あらかじめ緊急時の対応を明確にし
ておくこと。

５.地域社会における環境保全活動に積極的に参画し、常に
地域社会各層との対話を行い、相互理解と協力関係の保
持に努めること。

６.環境に対する理解や認識を深めるため社内啓発、教育研
修に積極的に取組むこと。

エスエス製薬環境憲章（基本理念）

環境基本方針

2010年度の環境活動としては、工場の生産工程改善、
ボイラーの高効率化装置導入などを実施しました。その結
果、全社のCO2排出量は2008年度比7.0％削減となりまし
た。また、全社廃棄物最終処分量率は4.1％で目標は未達

環境基本行動計画と結果
成でしたが、工場・物流センターでは昨年に続きゼロエミッショ
ンを達成しました。水資源も工場の生産機器や設備の運転条
件見直しなど高効率化に努め、2008年度比7.0％となりまし
た。

全社環境基本行動計画

基本的な
考え方

当社では、環境憲章の基本理念や経営方針に基づき、環境基本方針を定めています。これらのもとで
環境保全と環境負荷の低減に取り組み、地球環境と調和を図ることを、当社は企業の社会的使命であ
ると考えています。したがって、人の健康と同じく地球環境を守ることも当社の大事な使命であるとと
らえ、事業のあらゆる面で環境活動を推進していきます。

環境保全への取り組み
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※2007年度は12ヵ月の換算値です。
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エネルギー使用量の推移

※2007年度は12ヵ月の換算値です。
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環境保全コスト

分類 主な取り組みの内容
投資額 費用額

2009年度 2010年度 2009年度 2010年度

（1）

生産・サービス活動により事業エリア内で生じる環境負荷を
抑制するための環境保全コスト（事業エリア内コスト） 16 20 124 115 

内
訳

①公害防止コスト 排水処理 1 20 40 40 
②地球環境保全コスト 省エネ設備 15 0 17 17 
③資源循環コスト リサイクル・リユース推進 0 0 67 58 

（2） 生産・サービス活動に伴って上流または下流で生じる環境
負荷を抑制するためのコスト（上・下流コスト）

容器包装再商品化委託料
0 0 34 23 

包装用資材削減
（3） 管理活動における環境保全コスト（管理活動コスト） ＥＭＳ維持、人件費、緑化推進、情報の公開 0 0 69 58 
（4） 研究開発活動における環境保全コスト（研究開発コスト） 0 0 0 0 
（5） 社会活動における環境保全コスト（社会活動コスト） 0 0 1 1 
（6） 環境損傷に対応するコスト（環境損傷コスト） 0 0 0 0 

16 20 228 197 

分類 内容など
費用額

2009年度 2010年度
当該期間の設備投資額の総額 生産設備更新など 1,227 2,693
当該期間の研究開発費の総額 新効能、新剤型薬など 1,736 1,577

環境保全対策に伴う経済効果

効果の内容
金額

2009年度 2010年度

収益 リサイクルにより
得られた収入額 0 0

費
用
削
減

省エネルギー・省資
源による費用削減 24 0

３Rに伴う廃棄物
処理費用の削減 0 1

包装資材削減に
よる費用削減 9 8

２０トン車などの使用
による費用削減 15 35

環境保全効果

環境保全効果の分類 環境パフォーマンス指標
（単位）

前期
（基準期間） 当期 基準期間との差

（環境保全効果）

事業活動に投入する資源に関する
環境保全効果

総エネルギー投入量（ＧＪ） 285,112 289,384 ー 4,272 
水資源使用量（㎥） 179,636 181,194 ー 1,558 

事業活動から排出する環境負荷および
廃棄物に関する環境保全効果

温室効果ガス排出量（ｔ－CO２） 14,974 14,468 506 
産業廃棄物排出量（トン） 10 6 4 
一般廃棄物排出量（トン） 45 51 ー 6 

事業活動から産出する
財・サービスに関する環境保全効果 製品包装材使用量（トン） 175 0 175 

その他環境保全効果 11t車使用台数（台） 3,656 2,229 1,427 

エマルジョン装置 エマルジョン装置（サービスタンク）

地球温暖化問題は、全人類が協力して解決に取り組むべき
世界的に深刻な課題です。当社はこうした課題を環境保全の
最重要課題ととらえ、製品の開発・製造・物流にいたるあらゆ
る事業活動において、CO2排出量削減の取り組みを実施して
きました。

次世代に美しい地球環境を引き継ぐという責任のもと、今
後もCO2排出量やエネルギー使用量の削減に向けて取り組
んでいきます。

福島工場では、エネルギーとCO2排出量削減のため、電
力・重油の削減に取り組みました。重油の削減にはボイ
ラーにエマルジョン装置（重油に水を乳化剤で結合させ、
燃焼に伴う水の水蒸気爆発で重油の燃焼効率を向上させ
る設備）を導入して燃焼効率を高め、重油使用量は2008
年度比2.5％の削減を図りました。また、CO2・NOX排出量
の削減にもつながりました。

さらに、電力削減としては、特別空調の休日停止に向け
て事前に十分な検証を実施後に移行し、消費電力量は
2008年度比6.0％削減につながりました。

今後も福島工場では、製造条件の改善や省エネ設備導
入によって、地球温暖化防止に向けた省エネ対策を積極
的に推進していきます。当社では、CO2排出量削減について具体的な数値目標を

設定し、地球温暖化防止に取り組んでいます。2010年度
はエネルギーを大量に使用する生産工場において、生産工
程の見直しやボイラーの高効率化装置導入など使用エネ
ルギーの削減に努めました。昨年は、近年にない猛暑でエ
ネルギー使用量が増加しましたが、重油からガスへのエネ
ルギー転換が進んだこともあり、CO2排出量は2008年度
比7.5％減の約941トンの削減に成功しました。

全体総括・削減目的と実績

福島工場の取り組み地球温暖化防止への取り組み
環境会計とは、「環境保全コスト」「環境保全効果」「環

境保全対策に伴う経済効果」を集計し、環境保全活動を効
果的・継続的に推進するための指標です。

当社では2001年度より環境会計を導入し、ステークホ
ルダーの皆さまに対して、環境保全活動の効果を数値でわ
かりやすく開示しています。こうした活動を定量的に把握
することで効果を評価しやすくし、経営資源の適正投資や
効率的な環境対策推進に役立てています。

環境保全コストとは、公害防止など各施策のための設
備投資額や公害防止機器費用などで構成される、環境負
荷削減活動を金額で表したものです。2010年度の投資
額は前年とほぼ横ばいでしたが、費用額は容器包装再商
品化委託料や廃棄物処理費用などの削減により、3,100
万円削減できました。

環境保全効果とは、環境負荷削減に対する取り組みを
物量単位で測定・集計したものです。2010年度は猛暑の
影響で空調に使用するエネルギー総量が予想以上に多
く、2009年度を上回りましたが、CO2排出量の少ないガス
を利用する高効率ボイラーの効果や電力の排出係数改善
により、CO2排出量は削減しました。

環境保全対策に伴う経済効果とは、環境保全対策の推
進で企業利益に貢献した効果を金額で表した数値です。
2010年度は、20トン車利用による製品輸送効率向上など
により、4,400万円の経済効果となりました。

環境会計の公開

環境保全コスト

環境保全効果

環境保全対策にともなう経済効果

環境会計 ※対象期間（2010年1月1日〜 2010年12月31日） （単位：百万円）

環境保全への取り組み
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輸送体制データ
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トラック輸送

53.7％
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ガソリン使用量の推移

※2007年度は9ヵ月（4～12月）の実績です。
2006 2007 2008 2009 2010

1,2021,2021,2811,2811,2641,264

1,0221,022

1,4691,469

3.413.41

3.093.093.033.03
3.143.14

3.313.31

0

500

1,000

1,500

2,000

3.0

3.5

2.5

2.0

0.0

■ ガソリン　●  原単位

冷却水田温度調節器

当社では、「3R活動」（廃棄物の発生を減らす：リデュース、発
生したものを再使用する：リユース、次の資源として再利用する：
リサイクル）の推進を、循環型社会形成に向けて企業が取り組
む重要な社会的責任と考え、工場・物流センターを中心に早く
から廃棄物削減とリサイクルに取り組んできました。今後も、単
に活動を継続するだけでなく、限られた資源の有効活用に向
け、より良いサイクルの仕組みを追求していきます。

当社では、物流における環境負荷低減に向けて、長距離
輸送手段をCO2排出量の少ない鉄道やフェリーに切り替
えるモーダルシフトに取り組んできました。2010年度の輸
送構成は、トラック輸送が53.7％、鉄道輸送が25.0％、海
上輸送が21.3％となりました。鉄道は前年度比17.3％減
少、海上輸送が14.6％増加となり、鉄道から海上輸送への
シフトが大幅に進みました。CO2排出量は約1,036トン削
減しています。

福島工場と拠点物流センター間のトラック輸送では、輸
送トラック大型化、積載効率向上、バックホール車の利用
拡大、エスカップ瓶納入車による製品輸送など、輸送効率
向上に努めています。

また、物流センターからお取引先への輸送でも、委託業
者に対してCO2排出量の少ない低公害車利用を奨励して
います。

オフィスでの省エネ活動としては、各事業所フロアの照
明や空調温度の適正管理の他、プリンター・コピー機のフ
ロア集中による効率化と省エネ活動を推進しています。ま
た、紙使用量削減のため、両面
印刷やデータ保留機能により
誤印刷防止に努めています。

その他にも、2010年度も引
き続き夏 の 軽 装を推 進 する
「クールビズ」、事業のネオン照
明などを消灯する「CO2削減/
ライトダウンキャンペーン」を実
施しました。

福島工場では、生産機器の効率運転や設備の運転条件
見直しなどにより、水資源使用量の削減に努めました。ま
ず、エスカップ瓶の洗瓶機の洗浄条件を見直し、適正な洗
浄水量による水消費量削減と効率運転を実現しました。ブ
ロンラインでは熱交換器の冷却用温度調節器を更新し、使
用する冷却水量を自動制御することで、冷却水消費量の削
減を図りました。

また、ユーティリティー設備の蒸気ドレン回収装置や精製
水製造装置のイオン交換樹脂洗浄水を専用タンクに回収し
て再利用を図り、高い削減効果につながりました。

こうした取り組みの結果、福島工場では2008年度比
4.7％の水資源使用量削減を達成しました。

廃棄物の削減については、2008年度に工場・物流セン
ターでゼロエミッションを達成して以来、2010年度も継続
しています。2010年度は、オフィス部門において九州支
店・仙台支店移転のため一時的に廃棄物が増加し、全社の
最終処分率は4.1％となりました。しかし、各事業所の廃棄
物削減への取り組みにより、廃棄物発生量自体は2009年
度比91トンの削減を実現しました。

廃棄物の削減　削減目標と実績

水資源使用量の削減に対する
福島工場の取り組み

循環型社会への取り組み
全国事業所の営業車両をはじめとする車両についても、

省エネルギー化と環境負荷低減に取り組んでいます。車
両更新時により環境負荷を抑えた低燃費・低CO2排出のハ
イブリッド車などへ切り替えを進めるとともに、適正車両台
数への削減を実施しました。

また、ドライバーの効率的な営業活動やエコ運転意識の
浸透により、2010年度のガソリン使用量は1,202klとな
り、2009年度より6.2％削減されました。

営業車両の取り組み物流での取り組み

オフィスでの取り組み

循環型社会形成に向けて、企業はより一層3R活動に取り組み、廃棄物発生量削減とより有効
的なリサイクルの推進を求められます。当社では今後さらに、オフィスでのリサイクル率向上を課
題ととらえて取り組んでいきます。

今後の課題と
取り組み

地球温暖化防止に対する取り組みは、各事業所でのさまざまな取り組みを継続的に行うことに
より、一定の成果が得られました。しかし、2010年度は改正省エネ法が施行されるなど、改善の必
要性はより一層高まりつつあります。改善余地がしだいに限られてくるなかで、今後も社員が知恵
を出して全社で協力し、より細かな部分における取り組みを進めていきます。

今後の課題と
取り組み

VOICE

福島工場では、一層の環境負荷削減に向け
て、容器包装資材や重油使用量削減などに取り
組みました。容器包装資材削減の取り組みとして
は、「エスカップ」10本箱の中仕切り廃止に取り
組みました。これは輸送中に瓶が割れるのを防ぐ
ものですが、機能の再検証と輸送テストを繰り返

し、問題がないことを慎重に確認したうえで、2011
年1月から本格的に「エスカップ」全製品で中仕切
りを廃止しました。これにより軽量化も実現し、輸送
中のCO2削減も図ります。今後も環境負荷削減に
向けて、工場一丸となって取り組んでいきます。

容器包装資材の削減と、温暖化対策をさらに徹底

福島工場　製造課　石毛 良和

環境保全への取り組み
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エスエス製薬の
事業活動

INPUT OUTPUT

調達

研究

開発

設計

生産

オフィス業務

輸送

販売

● 薬品類
● 原料
● 容器包装

ガラス（トン）  15803
その他プラスティック（トン）  206
その他紙（トン）  457

● 電力（万kWh） 1,400 157

● 重油（㎘） 1,063 -

● 灯油（㎘） 46 -

● LPガス（千m3） 4 -

● 都市ガス（千m3） 1,044 48

● 軽油（㎘） 1 -

● ガソリン（㎘） 2 1,200

● 上水・工業用水・
　 地下水（千m3） 175 6

生産部門

事業所間のトラック輸送に関わる軽油
● 軽油（㎘）  457

主なPRTR法第一種指定化学物質排出量
● ジクロロメタン（kg）  9
● アセトニトリル（kg）  1,179
● クロロホルム（kg）  47

総輸送距離
● トラック輸送（千km）  1,034
● 鉄道輸送（千km）  1,286
● 海上輸送（千km）  1,087

事業所間のトラック輸送に関わるCO2

● CO2（トン-CO2）  1,182

※生産部門：工場・物流・研究所、  オフィス部門：本社・支社・支店

廃棄物（容器包装）

● 容器包装（トン）  17,205

オフィス部門

● CO2（トン-CO2） 10,990 3,478

● NOx（トン） 1.9 -

● SOx（トン） 1.3 -

● 煤塵（トン） 0.3 -

● 一般廃棄物（トン） 2 50

● 産業廃棄物（トン） 0 6

● リサイクル（トン） 1,241 77

● リユース（トン） 30 0

● 排水（千m3） 141 -

● BOD（トン） 2.4 -

生産部門 オフィス部門

取引先

お客さま

社員

環境

社会

マネジメント

サブ

サブ 2

サブ 3

資材投入量（INPUT）と排出量・廃棄物（OUTPUT） （2010年度）

（kg）

大気汚染物質排出の推移

4,2094,209

6,6086,608

5,0215,021

6,9836,983

■ NOx　■ SOx　■ 煤塵
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※2007年度は9ヵ月間（4～12月）の実績です。

2007 2008 2009 2010

3,5313,531

（kg）

主なＰＲＴＲ法による届出対象物質排出量

1,2351,235
1,0911,091

1,5631,563

983983

1,8671,867
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※2007年度は9ヵ月間（4～12月）の実績です。

当社では、持続可能な社会の実現に向けて、製品の研
究から製造・販売にいたるまで、さまざまな事業活動におけ
る資源の投入・排出量を把握し、環境負荷低減を図ってい
ます。すなわち、製造における資材やエネルギーの削減、
輸 送 効 率 化などでINPUTを減らし、廃 棄 物 削 減など
OUTPUTにおける環境負荷を低減するのです。そのため

には、各部門における環境負荷項目を定量的に把握し、削
減可能性の検討が必要となります。

地球環境への影響を最小限に抑えるため、各部門の事
業活動見直しによる環境負荷低減の努力を継続していき
ます。

ライフサイクルと環境への影響

当社では、化学物質の適正管理と汚染物質排出量削減を、
職場の安全衛生管理と周辺環境への負荷低減における重要
課題ととらえています。当社では、化学物質の使用量削減の
みならず、より安全な物質への代替推進や、汚染物質の排出
削減、法令遵守、さらに厳しい自社基準を設けるなど、環境負
荷低減に向けた取り組みを推進しています、これらは、地域社
会とのより良い関係構築においても、当社の果たすべき責任
と考えています。

汚染物質の排出は、大気汚染防止法や水質汚濁防止法
など、関係法令により規制されています。工場ではそれら法
律の基準値よりさらに厳しい自主管理基準を設定し、汚染
物質を管理しています。また、成田工場では2009年度に更
新した高効率ガス炊きボイラーにより、2010年度は大気
汚染物質排出削減効果が得られました。

成田工場では、製造工程における有機溶媒の削減に取り
組み、ジクロロメタン、メタノール、アセトンを全廃していま
す。現在使用しているのはアルコールのみですが、その中
でもエタノールの使用量が年間約270トンに達し、全量が
大気放出されて大きな環境負荷となっていました。そこで、
2009年度より錠剤のコーティング工程に使用するエタノー
ルの水への変更に着手し、画期的な製造技術の確立により
実現できました。2013
年には、エタノール全
廃を見込んでいます。

生産工場や成田研究所では、関係法令に基づき化学物
質の適正保管と利用を実施しています。成田研究所におけ
る「化学物質管理システム」や生産工場における「化学物
質の取り扱い確認システム」により、環境汚染防止や職場
の安全確保を推進するとともに、有害試薬の変更などで使
用量・排出量削減に取り組んでいます。

汚染物質排出の削減

エタノール削減による環境負荷の低減

化学物質の管理と削減化学物質管理と汚染防止への
取り組み

2010年度、成田工場では環境負荷低減に向けて、エタノールの大気放出削減に取り組みまし
た。エタノールは人体に無害ですが、より一層環境負荷低減につなげることが取り組みの目的で
す。今後も、化学物質の適正管理や使用量削減、より安全な物質への代替や汚染物質の排出量
削削減など、環境負荷低減に努めていきます。

今後の課題と
取り組み

環境保全への取り組み
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事業所別環境負荷情報
成田工場 ※2007年度（4〜12月まで9ヵ月間実績）

福島工場 ※2007年度（4〜12月まで9ヵ月間実績）

物流センター ※2007年度（4〜12月まで9ヵ月間実績）

ヌトリケム・ダイエット医薬GmｂH（ドイツ） ※2007年度（4〜12月まで9ヵ月間実績）

公害防止関連データ（大気排出関連）
2006 2007 2008 2009 2010

NOｘ（ｋｇ） 1,726 1,119 1,381 965 454
SOｘ（ｋｇ） 575 180 431 172 0
煤塵（ｋｇ） 1 1 4 3 0

公害防止関連データ（大気排出関連）
2006 2007 2008 2009 2010

NOｘ（ｋｇ） 2,988 2,144 2,756 1,807 1,463
SOｘ（ｋｇ） 1,407 1,279 1,734 1,024 1,317
煤塵（ｋｇ） 286 298 302 237 297

公害防止関連データ（排水関連）
2006 2007 2008 2009 2010

排水量（千m3) 74 59 72.56 61 64
BOD排出量（ｔ） 1.9 2.3 1.67 1.3 2.3

環境負荷データ

環境負荷データ

環境負荷データ

公害防止関連データ（排水関連）
2006 2007 2008 2009 2010

排水量（千m3) 98 72 88 71 77
BOD排出量（ｔ） 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1

廃棄物排出量
2006 2007 2008 2009 2010

排出量（ｔ） 0.69 0.53 0.87 0.56 0.48

主要エネルギー使用量
2006 2007 2008 2009 2010

電力（千ｋｗｈ） 5,261 3,858 5,468 5,169 4,623
都市ガス（千m3） 1,072 773 1,054 1,018 960

（t） （t/万個）

ＣＯ2総排出量＆生産高原単位

2006 2007 2008 2009 2010
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ＣＯ2総排出量＆生産高原単位
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廃棄物排出量＆生産高原単位
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エネルギー総使用量＆生産高原単位
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水使用量＆生産高原単位
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水使用量＆生産高原単位

2006 2007 2008 2009 2010

107.8107.8

6.06.0

109.2109.2

6.16.16.46.4

112.5112.5
92.692.6

6.66.6

127.5127.5

7.17.1

50

100

150

200

6

8

4

2

0

■ 使用量 ●  原単位

0

（t）

廃棄物排出量

2006 2007 2008 2009 2010

1.81.82.22.22.92.92.62.6

130.5130.5

50

100

150

■ 一般廃棄物■ 産業廃棄物

0

以下、エスエス製薬株式会社CSR報告書2011をもとに意見
を申し上げます。

特集１「お客様に安心して製品を使っていただくために」は、
エスエス製薬のビジネスプロセスにそって、それぞれの部門
の役割と機能が担当者の声を紹介することでまとめられてい
ます。内容は分かりやすくまとめられており、また品質管理や
厳重な検査の実態を紹介することは、品質と信頼が何にもまし
て重要な製薬会社にとっては大切なことです。しかし、読み手
としての視点からは一般的な会社案内のように映り、CSR報
告書ならではの特集としてもう少し工夫があってもよかったの
ではないでしょうか。

特集２「次世代錠剤コーティング技術の開発」では、錠剤の
コーティングに新しい技術を利用することで、コーティング工程
におけるCO2を約80％削減したことが紹介されています。ま
た、従来のフィルムコーティング錠に比べて錠剤の表面に光沢
がある点が強調されています。ここで、次の２つの疑問に浮か
んできました。まず、80%削減されたことで総量としてどれだけ
プラスの影響が環境に与えられたかが明示的ではない点で
す。もうひとつは、錠剤の表面光沢が増したことが、本報告書上
で述べられている「顧客志向」とどれだけ直接的関連性がある
のかという疑問です。

本報告書ではステークホルダーとの関連図を12ページで分
かりやすく図示するとともに、顧客、取引先、従業員、社会、環境
の５つの観点から説明がなされていますが、それら全体を通じて
読者が知りたい情報がいささか不足しているように思いました。
例えば、グリーン購入の度合いが2010年度は70.9％になった
と述べられていますが、その具体的な内容と過去からの推移に
ついても説明があった方がより親切だったかもしれません。

また社員意識調査の実施について報告されている箇所で
は、本調査への社員の関心が高く、回答率が前回の94.8％か
ら98％になったと記されています。ところが、昨年度版のCSR
報告書には調査結果の平均スコアが2005年から2009年分
まで記載されていたにもかかわらず、本年はそうした調査結果
が記載されていません。これも改善していただきたいと思う点
です。

エスエス製薬は、多くの社会的活動を企業として行っている
点は大きく評価できます。そのなかには、CUP FOR TWOとい
うユニークな活動もあります。社内に設置されたコーヒーマシン
の売り上げの一部をウガンダなど開発途上国に寄附するという
ものですが、これに関しても活動成果といえる寄附金額が示さ
れていません。金額の多寡はたいした問題ではないと考えます
ので、今後は公表することを期待します。

環境保全への取り組みに関しての記述は、昨年同様にその
具体的な行動内容と成果がはっきり示されており、信頼性の高
い情報公開が行われています。一般の読者にとっては専門性の
高い内容だけに、図やグラフを多用するなど分かりやすく見せ
るさまざまな工夫がなされて点にも、好印象を受けました。

ここまで、CSR報告書について記述面から意見を述べまし
た。次に実際の活動内容について２点ほど指摘しておきたいと
思います。障害者雇用率が1.22％と法定雇用率を明らかに下
回っているだけでなく、昨年度の1.32％から減少しています。
社員数が昨年から今年にかけて減少していることから、障害者
の雇用数が減少しているのは明らかです。ダイバーシティの観
点からも、この点はぜひとも見直してもらいたいと考えます。

もうひとつは、社会貢献活動結果の内訳を昨年度のものと
比較すると、参加者した社員の延べ人数が1,181人から746
人へ減少しています。人数だけでこうした活動の成否を語るこ
とはできませんが、企業の社会貢献活動のエンゲージメントを
見る上では人数もまた重要な指標であることは間違いありま
せん。今後のより積極的な働きかけと取り組みに期待したいと
思います。

またエスエス製薬は、昨年4月にべーリンガーインゲハイムグ
ループの100％子会社となったことから、その後、組織文化にも
大きな変化が起こっていることは想像に難くありません。そうし
た環境下で、従業員自らが中心となり協力し合ってさまざまな
CSR活動が実行に移るためには社員全員が思いを一つにし、
協力し合っていく仕組みをつくるインターナル・マーケティングが
不可欠です。ぜひ今後、取り組んでいってもらいたいと考える領
域のひとつです。

以上、今回の報告書をもとにエスエス製薬のCSR活動への取
り組みの中からいくつかのポイントについて意見を述べました。

『CSR報告書2011』を読み終えて
—— 第三者意見

早稲田大学大学院 商学研究科教授　木村 達也
早稲田大学商学部卒。英ランカスター大学大学院（MBA）修了。学術博士（早稲田大学）。
早稲田大学早稲田大学マーケティング戦略研究所所長。大手広告代理店大手広告会
社勤務の後、外資系航空会社、消費財メーカーのブランドマネージャー、プロダクト・
マネージャーなど経て現職。

環境保全への取り組み
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「CSR報告書2011」に関するお問い合わせ先
エスエス製薬株式会社　コミュニケーション部
TEL:03-3668-4511  FAX:03-6661-5913

「製品」に関するお問い合わせ先
エスエス製薬株式会社　お客様相談室
フリーダイヤル：0120-028-193
受付時間：9：30～17：00（土日・祝日を除く）
※上記以外は、時間外受付センターにて対応
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